
ワークショップを開催して
司会：日吉 ITC 所長・教養研究センター副所長・商学部教授

種村和史
本日は、教員サポート・メディアリテラシーワークショップ「情報セキュ

リティについて知ろう、考えよう」にご参加いただきありがとうございます。
このたび、「慶應義塾情報セキュリティポリシー」が制定され、慶應義塾の

情報資産保護に対する基本方針がはじめて示されました。これは個々の教職
員の行動を制約したり、責任を追及したりするものではありませんが、教育
研究活動の中で得られた情報を慎重かつ適切に扱うという、慶應義塾の姿勢
を内外に示したものであり、そこで働く我々も、重要な情報を扱う業務に携
わる者としてのさらなる自覚が求められることには違いないと思います。
われわれは日々、セキュリティを要する情報に接し、作成し、保存管理し

ています。教員として、教育の場面で学生の個人情報を扱い、学務で人事情
報などに接するだけではなく、研究者としての活動の場面でも、外部に漏ら
したくない情報を扱うことも多いと思います。しかも、そのような情報は年々
増えているというのが実感ではないでしょうか。
個人で管理するもののほかに、複数の人間が共同で管理する情報もあります。

例えば、学生の出席情況・成績などを Excelなどで管理なさっている先生は多
いと思いますが、場合によっては、統一カリキュラム授業やオムニバス授業な
ど、複数の教員が連携する授業を担当する場合もあるでしょう。そのような時、
学生のデータを複数の教員で共有し、情報交換をしなければならず、より厳重
な情報管理が求められることになります。このようなケースも年々多くなって
きているのではないでしょうか。我々を取り巻くこのような状況の中にあっ
て、みなさんの情報セキュリティはぜったい大丈夫と言い切れるでしょうか。
ここで、私が「セキュリティ」と言っているのには、2種類の意味を込めて

います。一つは情報が外部に漏洩したりするのを防ぐという意味でのセキュ
リティです。例えば、安全性の高いパスワードとはどのようにしてつければ
よいか（そしてどうやったら忘れないか）、複数の人間の間でパスワードの受
け渡しをするとき、どのような点に気をつけるべきなのか、ということなど
知りたいと思います。
もう一つは、ファイルが壊れたりして大切な情報を失うことを防ぐという意

味でのセキュリティです。もちろん、バックアップが必要ということはわかっ
ているのですが、バックアップファイルが増えることによって、どれが拠るべ
きファイルなのかわからなくなってしまうということも日々経験することで
す。ファイル名の付け方などでよい方法があったら教えてほしいと思います。
我々ごく普通の教員は、情報セキュリティに関して素朴かつ切実な不安・

疑問でいっぱいというのが実情なのではないでしょうか。本日の会は、日吉
ITCの職員を講師にお招きし、このような不安と疑問を解消していただきたい
と思って企画されました。まず、「慶應義塾情報セキュリティポリシー」につ
いてご説明いただいた後、プロの知識と経験から、情報を扱うに当たっての
具体的なアドバイスをいただきたいと思います。
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情報性キュリティについて知ろう、考えよう
講師：日吉 ITC　山根 健
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教員サポート 14「情報セキュリティについて知ろう、考えよう」
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教員サポート 14「情報セキュリティについて知ろう、考えよう」
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ワークショップ概要
日　時：2013 年 7 月 3 日（水）18：30 ～ 20：00
場　所：来往舎 2 Ｆ大会議室
対　象：慶應義塾の教員・教諭・職員
主　催：教養研究センター・日吉 ITC


